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残留農薬分析業務における分析法の検討 

ヘリウムガス供給問題への対策とした 

LC-MS/MS による米穀中の残留農薬一斉試験法への適用拡大  
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ヘリウムガスの供給問題時においても残留農薬分析を継続的に実施できる体制を整備するために，これま

で GC/MS による一斉試験法で分析していた農薬等の中から 29 農薬を選定し，ヘリウムガスを使用しない

LC-MS/MS を用いた農産物中の残留農薬一斉試験法への適用拡大を検討した．併せて，23 種の新規農薬につ

いても検討を実施した．検討には，米穀を用いた．厚生労働省通知の「食品中に残留する農薬等に関する試

験法の妥当性評価ガイドライン」に基づき，妥当性評価を行った結果，51 農薬については，妥当性評価の性

能パラメータがガイドラインに示された目標値に適合していた．  
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緒   言 

独立行政法人農林水産消費安全技術センター

農薬実態調査課（以下，センター）では，農林水

産省の指示に基づき，国内産農産物における農薬

の使用状況および残留状況の調査を実施してお

り，その結果を農林水産省が公表している 1）．農

薬の使用履歴と残留状況をセットで把握する本

調査は，農薬使用者の法令遵守状況を確認すると

ともに，農薬登録時に設定された使用基準を検証

することによって，農薬の登録制度を補完する一

翼を担っている．そのため，残留状況調査の特徴

としては，残留基準への適合性の確認だけではな

く，使用された農薬の残留量を把握するために，

定量限界値から正確に定量分析することが求め

られている．また，農産物に使用される農薬は，

作物や栽培地域によって異なることから，本調査

においては，多種多様な農薬を効率的に分析する

ことが必要であり，センターでは，厚生労働省通

知 2）の一斉試験法に準じた「GC/MS・LC/MS に

よる農薬等の一斉試験法（米穀・麦類・大豆）」（以

下，一斉試験法）により，多くの農薬を GC/MS お

よび LC-MS/MS で分析している． 

本研究は従前より GC/MS で測定していた農薬

を LC-MS/MS を用いて測定することで，残留農

薬調査の効率化を図ることを目的としている．前

年度は，供試作物として「食品中に残留する農薬

等に関する試験法の妥当性評価ガイドラインに

ついて」3)，4)（以下，ガイドライン）が定める代

表的な野菜・果実類 4 種を用いて妥当性が確認さ

れたことを報告した 5)．本研究では，米穀 2 種を

用いて一斉法の LC-MS/MS 測定への適応拡大を

検証したものである． 

背景としては，GC/MS で使用しているヘリウ

ムガスの供給不足や価格の高騰により，ヘリウム

ガスの確保に支障が生じたことから継続的に分

析できる体制の構築が課題となった．ヘリウムガ

スの消費量の節約，代替ガスへの変更等も検討し

たが，根本的な解決にはなり得ないことから，ヘ

リウムガスを使用しない LC-MS/MS にシフトし

た分析体制を整備することとした．妥当性確認を

実施した農薬は，センターにおいて，これまで

GC/MS による一斉試験法で分析されたもののう

ち LC-MS/MS による予備測定で十分なイオン強

度を得られた 29 農薬とした．また，さらなる分

析対象農薬の拡大を図るために，新規の 23 農薬

も併せて妥当性確認を実施した．抽出および精製

は，一斉試験法に基づき実施し，測定は一斉試験

法の測定条件を一部変更したうえで LC-MS/MS 

により実施した．妥当性はガイドラインに基づき

評価した結果を報告する． 
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材料および方法 

1. 試験室 

農薬検査部農薬実態調査課（以下，小平） 

において実施した． 

 

2. 対象農薬 

2.1．GC/MS による一斉試験法で分析を行ってい

る農薬 

イソプロチオラン，ウニコナゾール P，エスプ

ロカルブ，エトフェンプロックス，オキサジアゾ

ン，カフェンストロール，キノクラミン，ジメタ

メトリン，シメトリン，チオベンカルブ，チフル

ザミド，テニルクロール，トリシクラゾール，パ

クロブトラゾール，ピリブチカルブ，ピリミノバ

ックメチル，ピロキロン，フェントエート，ブタ

クロール，ブタミホス，ブプロフェジン，フルジ

オキソニル，フルトラニル，プレチラクロール，

ブロモブチド，マラチオン，メタラキシル，メフ

ェナセットおよびメプロニルの 29 農薬 

 

2.2．新規追加農薬 

イプフルフェノキン，インピルフルキサム，カ

ルフェントラゾンエチル，クロマフェノジド，シ

アゾファミド，シアントラニリプロール，シクロ

ピリモレート，ジノテフラン，テトラニリプロー

ル，トリアファモン，トリフルメゾピリム，トル

プロカルブ，ピカルブトラゾクス，ピラフルフェ

ンエチル，ピリベンカルブ，フェノキサスルホン，

フルピリミン，プロクロラズ，プロパニル，プロ

メトリン，ペンディメタリン，メタミホップおよ

びメトミノストロビンの 23 農薬 

 

3. 試料および添加濃度 

3.1. 試料 

対象農薬が検出されないことを確認した米穀

(うるち米およびもち米)（以下，ブランク試料）

を用いた． 

3.2. 添加濃度 

一律基準値に相当する 0.01 mg/kg およびその

10 倍にあたる 0.1 mg/kg の 2 濃度とした．  

 

4. 試薬および器具 

4.1. 標準品 

 農薬標準品：イプフルフェノキン，インピルフ

ルキサム，クロマフェノジド，シアントラニリプ

ロール，シクロピリモレート，ジノテフラン，テ

トラニリプロール，トリフルメゾピリム，トルプ

ロカルブ，ピカルブトラゾクス，ピカルブトラゾ

クス代謝物 B，ピラフルフェンエチル，ピリベン

カルブ，ピリベンカルブ代謝物 B，フェノキサス

ルホン，フルピリミン，プロクロラズ，ブロモブ

チド，プロメトリン，ペンディメタリン，メタミ

ホップおよびメトミノストロビンは富士フイル

ム和光純薬製の残留農薬試験用を用いた．カルフ

ェントラゾンエチルおよびシアゾファミド， は

林純薬製の残留農薬試験用を用いた．プロパニル

およびトリアファモンは Sigma-Aldrich 社製残留

農薬試験用を用いた．各農薬標準品をアセトニト

リルで溶解して 500 µg/mL の標準原液を調製し

た． それ以外の農薬は特注農薬混合標準液（林

純薬製）を用いた． 

添加回収試験用，検量線用標準液：標準原液お

よび特注農薬混合標準液をアセトニトリルで適

宜希釈し，混合して調製した． 

 

4.2.試薬 

  富士フイルム和光純薬製：アセトニトリル（残

留農薬試験用および液体クロマトグラフ質量分

析計（LC/MS）用），アセトン（残留農薬試験用

），トルエン（残留農薬試験用），n -ヘキサン（残

留農薬試験用），メタノール（液体クロマトグラ

フ質量分析計（LC/MS）用），塩化ナトリウム（

残留農薬試験用），リン酸水素二カリウム（特級

），リン酸二水素カリウム（特級），無水硫酸ナト

リウム（残留農薬試験用），酢酸アンモニウム溶

液（高速液体クロマトグラフィー（HPLC）用）

およびケイソウ土（セライト545）を使用した．

水は超純水製造装置（Merck Millipore製）で製造

した超純水を使用した． 
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4.3．調製試薬 

0.5 mol/L リン酸緩衝液(pH 7.0)：リン酸水素二

カリウム 52.7 g およびリン酸二水素カリウム 30.2 

g を量り採り，水約 500 mL に溶解し，1 mol/L 水

酸化ナトリウムまたは 1 mol/L 塩酸を用いて pH 

7.0 に調製した後，水を加えて 1 L とした． 

 

4.4．ろ紙 

桐山ロート用ろ紙 No.5A-60 

 

4.5．固相抽出ミニカラム 

オクタデシルシリル化シリカゲルミニカラム

（以下，C18 ミニカラム）は，Waters 製 Sep-Pak Vac 

C18（1000 mg）をアセトニトリル 10 mL でコンデ

ィショニングしたものを用いた． 

グラファイトカーボン/アミノプロピルシリル

化シリカゲル積層ミニカラム（以下，グラファイ

トカーボンミニカラム）は，Sigma-Aldrich 製 

ENVI-Carb/LC-NH2（500 mg/500 mg）をアセトニ

トリル：トルエン（3:1）10 mL でコンディショニ

ングしたものを用いた． 

 

 

5.装置 

5.1．ホモジナイザー 

 日本精機製作所製 エースホモジナイザー 

 

5.2. 液体クロマトグラフタンデム型質量分析計 

LC 部：島津製作所製 Nexera XS 

MS 部：島津製作所製 LCMS-8045 

 

6. 前処理方法 

6.1. 抽出 

図 1 の分析法フローチャートに従い，分析試料 

から農薬をアセトニトリルで抽出し，抽出液に塩

化ナトリウムおよび 0.5 mol/L リン酸緩衝液（

pH7.0）を加えて振とうしたのち，水層を分離除

去した．  

添加回収試験は，ホモジナイザー用容器に採取

した試料に添加回収試験用標準液を添加し 30 分 

放置した後に抽出を開始した． 

 

6.2. 精製 

 分離したアセトニトリル層を C18 ミニカラム

で精製し，無水硫酸ナトリウムを用いて脱水した

のちにグラファイトカーボンミニカラムで精製

した． 

リン酸トリフェニル 1μg / mLを含むアセトン

：n-ヘキサン（1:1）混液に溶解し正確に 1mL 定

容したものを試験溶液とした． 

 

6.3. LC-MS/MS 測定用試験溶液 

試験溶液 0.125 mL から溶媒を除去し，残留物

をアセトニトリルで 5 mL としたものを

LC-MS/MS 測定用試験溶液とした． 
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　水 20 mL（15分放置）

  アセトニトリル 50 mL

  アセトニトリル 20 mL

  アセトニトリル

  塩化ナトリウム10 g

  0.5 mol/Lリン酸緩衝液(pH7.0) 20 mL

　アセトニトリル 10 mLでコンディショニング

  抽出液を負荷

　

　

　アセトニトリル：トルエン(3:1) 10 mLでコンディショニング

  抽出液を負荷

0.125 mLを採り乾固

　アセトニトリル

図1. 一斉試験法（米穀）フローチャート

試験溶液

正確に0.5 mLとする

LC-MS/MS測定

抽　　出

濃縮(1 mL以下)

　アセトン 5 mL

溶媒除去 　濃縮管

正確に1 mLとする 　リン酸トリフェニル1μg/ｍLを含むアセトン：ｎ-ヘキサン(1:1)

精　　製

　アセトニトリル：トルエン(3:1) 20 mLで溶出

濃縮(1 mL以下)

　アセトン 10 mL

脱　　水 　クロマトグラフ管(無水硫酸ナトリウム10 g)

濃縮・溶媒除去

分析試料10.0 g

ホモジナイズ・吸引ろ過

ホモジナイズ・吸引ろ過

　グラファイトカーボン/アミノプロピルシリル化シリカゲル

　積層ミニカラム(500 mg/500 mg)

正確に100 mLとする 　100 mL容全量フラスコ

正確に20 mL分取 　100 mL容分液漏斗

振とう 　水層廃棄

抽出液 　アセトニトリル：トルエン(3:1) 2 mL

精　　製 　オクタデシルシリル化シリカゲルミニカラム(1000 mg)

　アセトニトリル 2 mLで溶出
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7. 測定条件等 

LC-MS/MS における測定イオン，測定条件およびグラジエント条件は，表 1 から表 3 のとおりとした． 

表 1．測定イオン 

農薬名 
測定 

ﾓｰﾄﾞ 

定量イオン 

(m/z) 

定性イオン 

(m/z) 

イソプロチオラン + 291 > 231 291 > 189 

イプフルフェノキン + 348 > 330 348 > 180 

インピルフルキサム － 332 > 131 332 > 91 

ウニコナゾール P + 292 > 70 292 > 125 

エスプロカルブ + 266 > 91 266 > 71 

エトフェンプロックス + 394 > 135 394 > 107 

オキサジアゾン + 345 > 303 345 > 220 

カフェンストロール + 351 > 100 351 > 72 

カルフェントラゾンエチ

ル 
+ 412 > 366 412 > 346 

キノクラミン + 208 > 89 208 > 105 

クロマフェノジド + 395 > 175 395 > 339 

シアゾファミド + 325 > 108 325 > 261 

シアントラニリプロール + 475 > 286 475 > 444 

シクロピリモレート + 390 > 114 390 > 70 

ジノテフラン + 203 > 129 203 > 113 

ジメタメトリン + 256 > 186 256 > 96 

シメトリン + 214 > 124 214 > 68 

チオベンカルブ + 258 > 125 260 > 127 

チフルザミド + 529 > 148 529 > 489 

テトラニリプロール + 545 > 356 545 > 376 

テニルクロール + 324 > 127 326 > 127 

トリアファモン + 407 > 245 407 > 160 

トリシクラゾール + 190 > 163 190 > 136 

トリフルメゾピリム + 399 > 279 399 > 121 

トルプロカルブ + 347 > 119 347 > 91 

パクロブトラゾール + 294 > 70 296 > 70 

ピカルブトラゾクス + 410 > 310 410 > 107 

ピカルブトラゾクス代謝

物 B 
+ 410 > 310 410 > 107 

ピラフルフェンエチル + 413 > 339 413 > 253 

ピリブチカルブ + 331 > 108 331 > 190 

ピリベンカルブ + 362 > 239 362 > 207 

ピリベンカルブ代謝物 B + 362 > 239 362 > 122 
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(E)-ピリミノバックメチル + 362 > 330 362 > 284 

(Z)-ピリミノバックメチル + 362 > 330 362 > 174 

ピロキロン + 174 > 132 174 > 117 

フェノキサスルホン + 383 > 203 383 > 175 

フェントエート + 321 > 135 321 > 163 

ブタクロール + 312 > 238 312 > 57 

ブタミホス + 333 > 180 333 > 96 

ブプロフェジン + 306 > 201 306 > 116 

フルジオキソニル － 247 > 180 247 > 126 

フルトラニル + 324 > 242 324 > 262 

フルピリミン + 316 > 126 316 > 90 

プレチラクロール + 312 > 252 312 > 176 

プロクロラズ + 376 > 308 378 > 310 

プロパニル + 218 > 162 218 > 127 

プロメトリン + 242 > 158 242 > 200 

ブロモブチド + 312 > 194 314 > 196 

ブロモブチド脱臭素体 + 234 > 116 234 > 119 

ペンディメタリン + 282 > 212 282 > 194 

マラチオン + 331 > 127 331 > 285 

メタミホップ + 441 > 288 441 > 123 

メタラキシル + 280 > 220 280 > 192 

メトミノストロビン + 285 > 196 285 > 194 

メフェナセット + 299 > 148 299 > 120 

メプロニル + 270 > 119 270 > 228 

 

 

表2．測定条件 
カラム 
流量 
カラム温度 
注入量 
移動相    A液 

    B液 
イオン化モード 
分析モード 
インターフェイス温度 
DL温度 
ネブライザーガス流量 
ヒーティングガス流量 
ヒートブロック温度 
ドライイングガス流量 

： 富士フイルム和光純薬製 Wakopak Ultra C18-2 内径2.1 mm，長さ100 mm，2 µm  
： 0.353 mL/min  
： 40 ℃ 
： 2 µL  
： 5 mmol/L酢酸アンモニウム水溶液 
： 5 mmol/L酢酸アンモニウムメタノール溶液 
： エレクトロスプレーイオン化法 (ESI＋，ESI－) 
： 多重反応モニタリング法 (MRM) 
： 400 ℃ 
： 200 ℃  
： 3.00 L/min  
： 10.00 L/min  
： 400 ℃ 
： 10.00 L/min  

 

表3．グラジエント条件 

時間(分) 0 0.25 0.5 1.5 3.5 12.0 16.0 21.0 24.0 

A 液(％) 85 85 60 60 35 35 10 5 5 

B 液(％) 15 15 40 40 65 65 90 95 95 
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8. 妥当性評価 

8.1. 枝分かれ試験 

ガイドラインに示された実験例に基づき，各濃

度の添加回収試験をそれぞれ 2 併行で，異なる実

施日または実施者で 5 回繰り返した． 

 

8.2. 選択性の確認 

ブランク試料を 6．前処理方法に従って調製した

試験溶液（以下，ブランク試料溶液）について，

LC-MS/MS で測定し，対象農薬の定量を妨害する

ピークの有無を確認した． 

 

8.3. 検量線の直線性の確認 

対象農薬を混合した検量線用標準液（0.002，

0.005，0.01，0.02，0.05，および 0.1 µg/mL）を

LC-MS/MS に注入し，得られたクロマトグラムの

ピーク面積から検量線を作成した．各対象農薬の

検量線について，相関係数（r）が 0.995 以上であ

ることをもって，検量線の直線性を確認した． 

 

8.4. 検出限界および定量限界の確認 

定量限界の目標値を 0.01 mg/kg，検出限界の目

標値を 0.005 mg/kg とした． 

ブランク試料溶液に 0.002 µg/mL となるように

標準液を添加したものを 10 回，ブランク試料溶液

を 5 回ランダムに測定し，正味の測定値(ブランク

試料の測定値を差し引いた測定値)から試料中濃

度に換算した値の標準偏差 σ を求めた．標準偏差 σ
に 3.676）を乗じた値を検出限界，10 を乗じた値を

定量限界とした． 
 

8.5. 真度および精度の確認 

ガイドラインに従い，各濃度について真度（回

収率），併行精度および室内精度が表 4 の目標値を

満たすかどうかを確認した． 

 

表4．ガイドラインに示された真度および精度の目標値 

濃 度 
（ppm） 

真 度 
（%） 

併行精度 
（RSD %） 

室内精度 
（RSD %） 

≦0.001  70～120 30 > 35 > 

0.001 < ～ ≦0.01 70～120 25 > 30 > 

0.01  < ～ ≦0.1 70～120 15 > 20 > 

0.1   < 70～120 10 > 15 > 

結果および考察 

9. 測定およびグラジエント条件 

センターでは，一斉試験法を分析する場合，厚

生労働省通知 2）の一斉試験法に例示されている条

件よりも高速かつ高分離能で分析できる佐々木ら
7）による UHPLC 条件で測定を行っている．今回，

この条件で検討したところ，5～8 分の間に農薬が

集中し，多数のイオンを同時に測定する必要があ

り，感度が低下した．このため，佐々木らの条件

よりもグラジエントの勾配を緩やかにし，表 3 の

とおり設定した．その結果，各農薬を分離させる

ことで妥当性評価を行うための十分な感度を得る

ことができた． 

 

10. 妥当性評価結果 

対象農薬について，ガイドラインに定められた

選択性，真度，精度，定量限界に加え，検出限界

および検量線の直線性の評価を行った． 

10.1. 選択性 

ブランク試料溶液の分析を行ったところ，いず

れの対象農薬においても定量の妨害となるピーク

は認められず，選択性に問題はないことが確認さ

れた． 

 

10.2. 検量線の直線性 

検量線の相関係数（r）を表 5 に示した．全ての

対象農薬について，0.002～0.1 µg/mL の範囲で直線

性（相関係数（r）が 0.995 以上）が確認された． 

 

10.3. 検出限界および定量限界 

検出限界および定量限界の結果は表 5 に示すと

おり，全ての対象農薬が目標値を満たしていたこ

とから，検出限界は 0.005 mg/kg，定量限界は 0.01 

mg/kg とした． 

 

10.4. 真度および精度 
対象農薬について，真度（回収率）の平均値お

よび精度（併行精度および室内精度）の結果を表 6

に示した．ジノテフランを除く 51 の対象農薬につ

いては，ガイドラインの目標値を満たしていた． 
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11. まとめ 

ヘリウムガスの供給問題への対策として，ヘリ

ウムガスを使用しない LC-MS/MS による農産物中

の残留農薬一斉試験法への適用拡大を検討した．

GC/MS による一斉試験法で分析していた 29 農薬

および新規追加の 23 農薬に対して，うるち米およ

びもち米で妥当性評価を行った結果，ジノテフラ

ンを除く 51 農薬については，妥当性評価の性能パ

ラメータがガイドラインに示された目標値に適合

していた． 

以上の結果から，51 農薬について，LC-MS/MS

による一斉試験法で分析が可能であることが確認

された． 
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表5．直線性の範囲と相関係数, 検出限界および定量限界 

農薬名 
直線性の範囲 

(µg/mL) 
相関係数(r) 検出限界(mg/kg) 定量限界(mg/kg) 

イソプロチオラン 0.002-0.1 0.9999 0.00095 0.00258 

イプフルフェノキン 0.002-0.1 0.9999 0.00054 0.00146 

インピルフルキサム 0.002-0.1 0.9998 0.00050 0.00137 

ウニコナゾール P 0.002-0.1 0.9999 0.00094 0.00256 

エスプロカルブ 0.002-0.1 0.9998 0.00069 0.00188 

エトフェンプロックス 0.002-0.1 0.9999 0.00088 0.00241 

オキサジアゾン 0.002-0.1 0.9999 0.00291 0.00792 

カフェンストロール 0.002-0.1 0.9981 0.00189 0.00516 

カルフェントラゾンエチル 0.002-0.1 0.9998 0.00243 0.00661 

キノクラミン 0.002-0.1 0.9991 0.00098 0.00266 

クロマフェノジド 0.002-0.1 0.9997 0.00112 0.00306 

シアゾファミド 0.002-0.1 0.9998 0.00056 0.00154 

シアントラニリプロール 0.002-0.1 0.9998 0.00074 0.00200 

シクロピリモレート 0.002-0.1 0.9996 0.00061 0.00166 

ジノテフラン 0.002-0.1 0.9998 0.00029 0.00079 

ジメタメトリン 0.002-0.1 0.9999 0.00025 0.00067 

シメトリン 0.002-0.1 0.9999 0.00135 0.00368 

チオベンカルブ 0.002-0.1 0.9999 0.00024 0.00064 

チフルザミド 0.002-0.1 0.9998 0.00111 0.00303 

テトラニリプロール 0.002-0.1 0.9999 0.00106 0.00290 

テニルクロール 0.002-0.1 0.9999 0.00041 0.00112 

トリアファモン 0.002-0.1 0.9999 0.00044 0.00120 

トリシクラゾール 0.002-0.1 0.9999 0.00048 0.00131 

トリフルメゾピリム 0.002-0.1 0.9996 0.00085 0.00232 

トルプロカルブ 0.002-0.1 0.9999 0.00069 0.00188 

パクロブトラゾール 0.002-0.1 0.9999 0.00136 0.00369 

ピカルブトラゾクス 0.002-0.1 0.9998 0.00047 0.00129 

ピカルブトラゾクス代謝物
B 

0.002-0.1 0.9997 0.00098 0.00268 

ピラフルフェンエチル 0.002-0.1 0.9998 0.00047 0.00129 

ピリブチカルブ 0.002-0.1 0.9999 0.00099 0.00269 

ピリベンカルブ 0.002-0.1 0.9998 0.00086 0.00235 

ピリベンカルブ代謝物 B 0.002-0.1 0.9998 0.00084 0.00229 

(E)-ピリミノバックメチル 0.002-0.1 0.9997 0.00036 0.00098 

(Z)-ピリミノバックメチル 0.002-0.1 0.9996 0.00050 0.00137 

ピロキロン 0.002-0.1 0.9994 0.00172 0.00469 

フェノキサスルホン 0.002-0.1 0.9998 0.00133 0.00362 

フェントエート 0.002-0.1 0.9999 0.00115 0.00313 
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ブタクロール 0.002-0.1 0.9998 0.00051 0.00138 

ブタミホス 0.002-0.1 0.9998 0.00020 0.00054 

ブプロフェジン 0.002-0.1 0.9998 0.00062 0.00168 

フルジオキソニル 0.002-0.1 0.9999 0.00041 0.00113 

フルトラニル 0.002-0.1 0.9998 0.00099 0.00271 

フルピリミン 0.002-0.1 0.9997 0.00036 0.00097 

プレチラクロール 0.002-0.1 0.9999 0.00052 0.00142 

プロクロラズ 0.002-0.1 0.9999 0.00043 0.00118 

プロパニル 0.002-0.1 0.9999 0.00100 0.00272 

プロメトリン 0.002-0.1 0.9997 0.00114 0.00311 

ブロモブチド 0.002-0.1 0.9999 0.00094 0.00256 

ブロモブチド脱臭素体 0.002-0.1 0.9998 0.00089 0.00242 

ペンディメタリン 0.002-0.1 0.9999 0.00113 0.00308 

マラチオン 0.002-0.1 0.9996 0.00059 0.00160 

メタミホップ 0.002-0.1 0.9998 0.00090 0.00246 

メタラキシル 0.002-0.1 0.9999 0.00050 0.00137 

メトミノストロビン 0.002-0.1 0.9999 0.00050 0.00135 

メフェナセット 0.002-0.1 0.9999 0.00039 0.00106 

メプロニル 0.002-0.1 0.9999 0.00063 0.00174 
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表 6．各農薬の回収率，併行精度および室内精度 

農薬名 作物名 
添加濃度 

(ppm) 
回収率 (%) 

n=10 
併行精度 
(RSD%) 

室内精度 
(RSD%) 

イソプロチオラン 

うるち米 
0.01 

99.3 4.5 7.1 

もち米 101.5 5.0 7.8 

うるち米 
0.1 

102.7 7.0 7.0 

もち米 99.5 1.7 3.5 

イプフルフェノキン 

うるち米 
0.01 

97.4 3.4 7.1 

もち米 99.2 2.9 8.3 

うるち米 
0.1 

102.0 5.3 6.8 

もち米 97.8 1.9 3.9 

インピルフルキサム 

うるち米 
0.01 

105.5 4.9 8.6 

もち米 107.6 2.9 7.8 

うるち米 
0.1 

104.0 5.3 7.6 

もち米 103.4 1.5 5.9 

ウニコナゾール P 

うるち米 
0.01 

97.0 4.8 7.1 

もち米 91.8 4.0 8.8 

うるち米 
0.1 

97.2 5.8 6.9 

もち米 94.2 1.5 3.6 

エスプロカルブ 

うるち米 
0.01 

92.7 6.3 7.6 

もち米 98.3 4.4 7.3 

うるち米 
0.1 

94.1 6.0 6.3 

もち米 94.4 5.8 8.4 

エトフェンプロックス 

うるち米 
0.01 

90.7 1.8 4.7 

もち米 88.6 3.7 11.5 

うるち米 
0.1 

82.9 3.7 8.9 

もち米 78.4 2.5 5.9 

オキサジアゾン 

うるち米 
0.01 

100.7 9.4 9.4 

もち米 94.5 7.0 16.3 

うるち米 
0.1 

99.5 7.9 10.3 

もち米 90.0 2.3 2.6 

カフェンストロール 

うるち米 
0.01 

89.2 6.5 11.0 

もち米 101.8 4.9 8.1 

うるち米 
0.1 

94.3 2.9 7.9 

もち米 101.2 2.2 6.0 

カルフェントラゾンエチル 

うるち米 
0.01 

103.9 6.7 8.0 

もち米 99.0 6.1 7.0 

うるち米 
0.1 

100.9 4.0 6.1 

もち米 96.6 1.7 5.5 
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キノクラミン 

うるち米 
0.01 

88.3 7.7 14.1 

もち米 80.9 7.7 15.2 

うるち米 
0.1 

92.8 3.4 5.2 

もち米 88.1 3.0 6.1 

クロマフェノジド 

うるち米 
0.01 

106.4 3.4 7.9 

もち米 102.1 7.4 9.9 

うるち米 
0.1 

101.1 2.9 5.4 

もち米 97.7 3.0 5.5 

シアゾファミド 

うるち米 
0.01 

94.2 4.5 8.4 

もち米 97.9 5.4 6.2 

うるち米 
0.1 

96.4 5.5 8.9 

もち米 98.3 3.1 4.0 

シアントラニリプロール 

うるち米 
0.01 

84.5 4.2 12.1 

もち米 78.2 3.9 5.4 

うるち米 
0.1 

80.5 3.9 7.9 

もち米 79.8 3.9 6.3 

シクロピリモレート 

うるち米 
0.01 

98.6 3.2 10.1 

もち米 102.3 3.2 5.0 

うるち米 
0.1 

101.7 3.1 7.8 

もち米 97.9 0.9 3.9 

ジノテフラン 

うるち米 
0.01 

72.4 5.7 9.4 

もち米 63.5 5.6 9.4 

うるち米 
0.1 

69.9 4.6 7.9 

もち米 67.1 2.9 5.2 

ジメタメトリン 

うるち米 
0.01 

98.0 4.6 7.6 

もち米 99.9 3.7 8.7 

うるち米 
0.1 

98.7 5.6 7.2 

もち米 96.9 1.2 4.4 

シメトリン 

うるち米 
0.01 

93.2 9.3 10.3 

もち米 98.3 9.7 10.4 

うるち米 
0.1 

99.6 6.1 6.9 

もち米 97.1 4.2 4.3 

チオベンカルブ 

うるち米 
0.01 

96.1 5.4 7.8 

もち米 96.4 4.1 7.2 

うるち米 
0.1 

97.1 5.5 5.7 

もち米 91.2 2.8 4.9 

チフルザミド 

うるち米 
0.01 

89.6 3.2 5.0 

もち米 85.2 2.4 11.5 

うるち米 
0.1 

90.5 4.7 5.9 

もち米 85.0 1.5 3.1 
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テトラニリプロール 

うるち米 
0.01 

95.2 1.5 9.2 

もち米 81.6 3.8 7.9 

うるち米 
0.1 

89.7 3.8 8.9 

もち米 84.8 3.4 4.8 

テニルクロール 

うるち米 
0.01 

97.7 3.6 6.3 

もち米 101.8 3.9 8.2 

うるち米 
0.1 

101.8 5.2 6.5 

もち米 98.0 0.8 2.6 

トリアファモン 

うるち米 
0.01 

95.4 4.6 7.4 

もち米 94.7 4.5 7.0 

うるち米 
0.1 

99.1 3.5 6.1 

もち米 93.6 2.2 4.2 

トリシクラゾール 

うるち米 
0.01 

86.6 5.7 7.3 

もち米 82.3 4.1 6.3 

うるち米 
0.1 

91.6 4.5 7.3 

もち米 84.4 3.4 3.7 

トリフルメゾピリム 

うるち米 
0.01 

86.1 4.7 11.1 

もち米 81.9 4.7 6.6 

うるち米 
0.1 

86.5 5.4 11.5 

もち米 81.5 3.6 5.1 

トルプロカルブ 

うるち米 
0.01 

105.2 5.5 5.9 

もち米 103.9 3.8 6.2 

うるち米 
0.1 

102.1 5.1 7.1 

もち米 98.3 1.0 3.9 

パクロブトラゾール 

うるち米 
0.01 

99.2 4.3 4.3 

もち米 97.0 4.0 6.0 

うるち米 
0.1 

104.0 4.9 5.7 

もち米 99.6 2.2 4.1 

ピカルブトラゾクス 

うるち米 
0.01 

100.5 3.4 7.9 

もち米 102.3 2.6 5.5 

うるち米 
0.1 

102.2 4.8 6.9 

もち米 96.3 0.7 4.0 

ピカルブトラゾクス代謝物 B 

うるち米 
0.01 

101.7 4.7 7.0 

もち米 107.2 5.3 6.9 

うるち米 
0.1 

103.9 4.8 6.6 

もち米 100.5 2.7 4.1 

ピラフルフェンエチル 

うるち米 
0.01 

98.7 4.5 7.8 

もち米 98.2 3.3 6.5 

うるち米 
0.1 

98.1 6.0 6.0 

もち米 97.4 1.6 3.4 
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ピリブチカルブ 

うるち米 
0.01 

83.9 7.7 8.3 

もち米 96.4 3.9 6.9 

うるち米 
0.1 

95.8 5.3 13.3 

もち米 90.6 3.9 4.9 

ピリベンカルブ 

うるち米 
0.01 

99.3 5.1 9.3 

もち米 94.1 6.1 6.1 

うるち米 
0.1 

98.4 5.5 8.1 

もち米 94.9 6.6 6.6 

ピリベンカルブ代謝物 B 

うるち米 
0.01 

99.6 4.4 8.4 

もち米 106.9 3.8 6.8 

うるち米 
0.1 

101.1 5.5 8.1 

もち米 101.8 1.9 4.5 

(E)-ピリミノバックメチル 

うるち米 
0.01 

104.3 4.1 5.9 

もち米 100.3 3.0 5.5 

うるち米 
0.1 

101.6 5.3 6.5 

もち米 99.5 2.6 4.9 

(Z)-ピリミノバックメチル 

うるち米 
0.01 

104.9 2.0 9.0 

もち米 108.8 2.9 5.4 

うるち米 
0.1 

106.0 4.8 7.7 

もち米 101.4 2.8 4.4 

ピロキロン 

うるち米 
0.01 

89.6 7.5 13.2 

もち米 84.6 7.6 10.3 

うるち米 
0.1 

96.4 4.8 9.7 

もち米 90.8 3.2 6.5 

フェノキサスルホン 

うるち米 
0.01 

95.8 5.1 7.1 

もち米 89.1 2.3 6.7 

うるち米 
0.1 

98.6 3.6 7.9 

もち米 89.8 2.0 4.3 

フェントエート 

うるち米 
0.01 

97.9 4.2 8.3 

もち米 95.1 5.1 6.5 

うるち米 
0.1 

98.6 5.7 5.7 

もち米 94.0 1.7 3.1 

ブタクロール 

うるち米 
0.01 

96.1 4.8 10.9 

もち米 91.6 5.2 10.4 

うるち米 
0.1 

96.8 6.5 10.9 

もち米 86.9 2.7 2.9 

ブタミホス 

うるち米 
0.01 

95.1 3.8 6.1 

もち米 94.6 2.6 5.4 

うるち米 
0.1 

96.4 5.2 6.5 

もち米 93.3 1.5 4.3 
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ブプロフェジン 

うるち米 
0.01 

94.2 7.5 9.6 

もち米 93.3 4.3 7.6 

うるち米 
0.1 

97.9 6.4 10.5 

もち米 87.3 1.6 4.0 

フルジオキソニル 

うるち米 
0.01 

102.6 6.5 8.7 

もち米 100.6 4.7 5.4 

うるち米 
0.1 

103.6 4.0 5.8 

もち米 100.5 1.4 4.0 

フルトラニル 

うるち米 
0.01 

97.9 5.7 7.9 

もち米 99.3 5.1 9.8 

うるち米 
0.1 

103.5 5.1 7.0 

もち米 100.8 3.0 4.3 

フルピリミン 

うるち米 
0.01 

90.0 3.3 9.9 

もち米 91.8 3.9 7.6 

うるち米 
0.1 

96.7 4.4 8.9 

もち米 91.6 1.5 2.3 

プレチラクロール 
 

うるち米 
0.01 

96.3 4.3 6.6 

もち米 97.5 4.9 7.6 

うるち米 
0.1 

95.1 7.1 8.2 

もち米 98.1 3.2 4.8 

プロクロラズ 

うるち米 
0.01 

92.3 4.4 6.5 

もち米 89.1 2.9 5.8 

うるち米 
0.1 

93.6 6.5 6.8 

もち米 87.7 3.5 5.2 

プロパニル 

うるち米 
0.01 

94.1 4.6 7.2 

もち米 95.2 4.4 6.4 

うるち米 
0.1 

96.0 4.8 7.5 

もち米 93.3 1.8 5.4 

プロメトリン 

うるち米 
0.01 

96.3 2.5 9.0 

もち米 101.3 1.5 4.9 

うるち米 
0.1 

101.4 5.8 6.5 

もち米 96.5 1.6 3.8 

ブロモブチド 

うるち米 
0.01 

97.9 2.6 7.3 

もち米 94.5 4.7 6.2 

うるち米 
0.1 

99.8 4.3 4.5 

もち米 92.0 3.8 5.5 

ブロモブチド脱臭素体 

うるち米 
0.01 

104.6 5.4 8.1 

もち米 102.8 5.1 9.3 

うるち米 
0.1 

99.0 5.3 5.3 

もち米 91.7 3.0 5.9 



16 
 

 

ペンディメタリン 

うるち米 
0.01 

85.7 4.5 10.1 

もち米 87.2 8.1 13.1 

うるち米 
0.1 

90.5 5.9 7.6 

もち米 82.2 5.8 7.2 

マラチオン 

うるち米 
0.01 

94.7 3.9 5.9 

もち米 94.4 5.2 6.7 

うるち米 
0.1 

97.4 4.5 5.3 

もち米 95.5 1.3 3.7 

メタミホップ 

うるち米 
0.01 

96.7 3.6 6.4 

もち米 94.1 3.4 5.4 

うるち米 
0.1 

97.4 5.0 7.9 

もち米 92.3 2.5 3.6 

メタラキシル 

うるち米 
0.01 

105.6 2.5 7.8 

もち米 101.1 3.7 3.7 

うるち米 
0.1 

103.7 4.4 6.2 

もち米 100.2 3.9 6.6 

メトミノストロビン 

うるち米 
0.01 

100.5 7.2 4.1 

もち米 102.4 3.4 5.8 

うるち米 
0.1 

102.5 4.3 7.1 

もち米 98.9 1.0 4.6 

メフェナセット 

うるち米 
0.01 

99.6 3.9 8.5 

もち米 100.4 2.5 5.5 

うるち米 
0.1 

102.8 4.9 6.6 

もち米 99.1 1.2 3.7 

メプロニル 

うるち米 
0.01 

98.3 6.2 7.7 

もち米 99.0 4.6 10.3 

うるち米 
0.1 

102.5 5.0 6.7 

もち米 99.6 4.0 4.1 

 


